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（素案）に対する意見募集の結果について 

 

 

 パブリック・コメント手続によって寄せられた意見と市の考え方は、次のとおり

です。 

 

１ 政策等の題名 

 野田市総合計画後期基本計画（素案） 

 

２ 意見の募集期間 

令和４年８月１７日（水曜日）から令和４年９月１５日（木曜日）まで 

 

３ 意見の募集結果 

①提出者数・意見数          １４人 ６１件 

②提出方法           持参  ８人  ９件 

                     郵送  １人  ３件 

                ＦＡＸ  ２人  ４件 

          アンケートフォーム  ２人 ４１件 

               電子申請  ２人  ４件 

③政策等に反映した意見         ７件 

 

４ 意見の概要と市の考え方 

№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

第１章 計画の前提 

１ １将来人口 修正無し 

高齢化対策については、後段でも触れ

ているようだが、地域によって状況が

異なることとも思われ、交通インフラ

なのか買物難民なのか医療問題なのか

地域特性に合わせて順位をきめて進め

た方が良いと思う。 

高齢化対策につきましては、基本目標

２、基本方針１の高齢者福祉サービス

の充実において、利用者のニーズに応

じた生活支援サービスの拡充が必要で

あるとされており、地域ごとの特性に

応じた施策を推進します。 

第１章 計画の前提 

２ ２財政の見通し 

異常気象に伴い、災害復旧費用が増え

るのではないだろうか。また、高齢化

に伴う扶助費の増加もあるのでは？ 

後期基本計画の策定に当たり、基本構

想の見直しは行わず、現在の内容を引

き継ぐことから、財政の見通しについ

ても当初の想定から修正することは考

えていません。なお、災害復旧費用に

ついては、災害の発生規模が不確定で

あり、費用の想定ができないため、項

目としては記載しているものの、費用

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

については見込んでおりません。災害

発生時には補正予算や予備費を活用し

て機動的に対応してまいります。 

また、扶助費については、障がい者や

高齢者の増加に伴い、毎年度増加する

見込みとしておりますが、国の制度等

の見直しによる変動等は見込めない状

況です。 

第１章 計画の前提 

３ ３都市構造・土地利用の方向 

混雑緩和には①交差点を改良してスム

ーズな右左折直進を確保する。特に野

田橋前後。②警察と連携して信号シス

テムを改良する、ことが必要と思う。 

基本目標４、基本方針２の道路交通体

系の整備の主な事業として、県道つく

ば野田線・浦和野田線（越谷野田線）

及び松戸野田線の４車線化の整備促進

を記載しており、野田橋の交通渋滞の

緩和事業として、千葉県、埼玉県及び

近隣市町と連携し実施しています。 

修正無し 

第１章 計画の前提 

４ ３都市構造・土地利用の方向 

東京直結鉄道には野田市の観光来客を

増やしたり、就業場所を増やす努力も

必要。それなしでは就業人口や将来的

には定住人口の減少につながるので

は。 

東京直結鉄道の整備については、国等

の関係機関に対し要望活動を行い、早

期の事業着手に努めております。現状

としては平成 28 年の交通政策審議会

答申第 198 号において、高速鉄道東京

８号線の野田市までの延伸が「地域の

成長に応じた鉄道ネットワークの充実

に資するプロジェクト」とされていま

すが、鉄道沿線における宅地開発等が

課題とされているため、検討を進めて

いるところです。なお、御意見にある

就業場所の整備や観光来客の増加につ

いては、基本目標６、基本方針１の新

たな事業創出や起業を通じたまちの活

性化と人材育成において市内の多くの

資源を活用し就業機会を創出すること

や、基本方針２の観光・イベントの振

興において地域資源を活用した交流人

口の拡大、観光の振興について記載し

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

ており、これらの施策、事業により進

めてまいります。 

第１章 計画の前提 

５ ３都市構造・土地利用の方向 

野田線複線化には橋梁の複線化がポイ

ント。その費用は？ 

基本目標４、基本方針３の鉄道や市内

バス等の公共交通環境の充実におい

て、東武野田線の複線化については、

市民の通勤、通学など日常生活の利便

性の向上を図るため、関係機関に対す

る要請等に努めるものとしており、複

線化整備の実施については、事業者及

び関係機関に対し継続的な要望を行う

など、早期の実現に向けて努めており

ます。 

修正無し 

第１章 計画の前提 

６ ３都市構造・土地利用の方向 

バス路線は、運行頻度が少ないほど利

用者が減る。高齢化率の高い地域を如

何に拾うかもポイントではないかと思

う。 

路線バスを維持するため、市では運行

事業者に対し、運行上必要な施設の維

持に係る費用の補助を行っております

が、これ以上の路線や便数の増加は見

込めない状況にあることから、より市

民の皆さんが身近に利用できる交通手

段として、コミュニティバスを導入し

ております。なお、コミュニティバス

の更なる利便性向上のため、令和６年

度以降に開始する予定の新たなまめバ

スの運行計画の調査、検討を行ってい

るところであり、運行本数の確保も含

め進めていきたいと考えております。

この他、まめバスを含めた公共交通機

関がない交通不便地域についても、高

齢化率の高い地域を中心として、デマ

ンド交通の導入も含め、新たな方式に

よる交通支援対策の実施を費用対効果

も含めて検討を進めています。 

修正無し 

第１章 計画の前提 

７ ３都市構造・土地利用の方向 

上質な居住環境には買物の利便性も必 現在の市街化区域内の土地利用を考慮 修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

要。用途区域に特例を持たせて、人口

密集度合いに応じた商業施設を誘致す

るなどの対策も必要では。買い物バス

や宅配が一体となったシステムみたい

なものも考えられてもよいかも。 

し、商業施設を誘致することは考えて

おりません。なお、基本目標４、基本

方針２の個性と魅力あふれる市街地の

形成において、地区計画により無秩序

な市街地形成を抑制し、計画的な市街

地を整備することとしており、住宅地

については、住居の環境の悪化をもた

らす恐れのある施設の混在を防止し、

土地の住居専用性を高めること等が必

要であると考えております。このため、

住宅地に建設される商業施設は、現在

の用途地域と整合性が図られている必

要があると考えており、用途地域に特

例を持たせて商業施設を誘致するので

はなく、地域のニーズを踏まえ、現在

の用途地域と整合性の図られた施設

を、出店者の判断のもと立地させるべ

きと考えています。 

基本目標６、基本方針１の商業の魅力

向上による商店街等の活性化におい

て、移動販売事業等の買物弱者対策に

ついて記載していますが、商業施設へ

の買物バスについては、コミュニティ

バスが一部の商業施設に乗り入れ、若

しくは商業施設近くに停留所を設置し

ており、それ以外の商業施設への送迎

バス（買物バス）や宅配等については、

利用者・購入者に対するサービスとし

て事業者が実施するものと考えていま

す。 

第１章 計画の前提 

８ ３都市構造・土地利用の方向 

災害に強いことも上質の条件 基本目標４、基本方針２の道路等の都

市インフラの安全性と利便性の確保に

おいて、災害に対応したまちづくりを

進めることとしており、関係する計画

である野田市国土強靭化地域計画に基

づき、被害の発生抑制による人命の保

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

護、ライフラインや交通ネットワーク

等の被害の最小限化、早期復旧等の施

策に取り組んでまいります。 

第１章 計画の前提 

９ ３都市構造・土地利用の方向 

農業振興には効率的な農地・農業が望

ましいのでは。一定の生産人口を維持

し、高齢化対策としても農地を集約し

て協同組合的にできないか。所有者が

土地を売却するときは組合か市が購入

するとか。このことが若年層の雇用の

拡大にも役立てれば。 

農業者の高齢化や後継者不足に対応

し、農業生産人口の維持を図るため、

基本目標６、基本方針１に農業の活性

化の推進として新規就農者の発掘や地

域営農の育成に努めることとしてお

り、その一環として農業後継者育成事

業を実施し若手農業者の育成に取り組

んでおります。担い手農家に対しては、

農地中間管理機構の活用や利用権設定

等促進事業により農地を集約し農業振

興を図っているところもあり、引き続

き担い手への集約を進めてまいりま

す。また、市は農地を所有することは

できないことから、江川地区の農地を

保全するため第３セクターの㈱野田自

然共生ファームを設立し、農地を所有

し水稲の作付けを行っている事例があ

り、市内の遊休農地の状況等に応じ、

農業法人等での農地所有について研究

してまいります。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

10 基本方針１ 自然環境の保全・再生・利活用の推進 

農業体験等を通した交流拠点づくりや

観光資源としての活用等しているので

すから、現在の野田観光ガイドブック

にも観光農園のページないのですか

ら、主な事業に観光農園の推進を明記

して、観光農園の紹介してください。 

観光農園の推進は、農業への理解を深

める施策のひとつと考えられ、市内に

は、イチゴ、梨、ブルーベリー、みか

ん等の体験農園が点在しております

が、現状では市民等のニーズに十分応

えられる状況には至っておりません。

今後、農家の意見も伺いながら拡充策

や推進策を進めてまいりますので、基

本目標６、基本方針２の観光・イベン

トの復興における地域資源を活用した

修正有り 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

交流人口の拡大の主な事業に、「観光農

園の推進」を追記します。 

また、今後、市が発行する観光ガイド

ブック等において、体験等ができる農

園の紹介を行ってまいります。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

11 基本方針１ 自然環境の保全・再生・利活用の推進 

野田市は緑地保護を目標にしているに

も拘わらず、今回第一種農地に物流施

設計画に積極的な対応をしているとの

こと、真意を市民に示して欲しい。 

基本目標６、基本方針３の魅力ある計

画的なまちづくりの推進のとおり、市

街化調整区域の一定の地域について

は、地域の振興又は発展に寄与するよ

うな適正な土地利用を図っていくこと

としており、また、農地についても第

一種農地の転用は、原則として許可を

することができませんが、一般国道又

は都道府県道の沿道の区域では、流通

業務施設の建築は許可されることとな

ります。 

市域の７割を市街化調整区域が占める

本市においては、特に産業分野におい

て市の活性化につなげるため、国道１

６号などの幹線道路沿道や工業団地に

隣接するエリアなどの限定された土地

については、特性を活かした土地利用

の誘導が必要と考えておりますが、土

地利用に当たっては、周辺の状況に配

慮したものとなるよう指導を行ってま

いります。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

12 基本方針１ 自然環境の保全・再生・利活用の推進 

街が発展して森が無くなった、おおた

かの森の轍を踏まないようにしてほし

い。 

基本目標１、基本方針１の環境保全の

推進に森林の保全に関する記載を行っ

ており、市民の森を増やすことにより

対応していきたいと考えております。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

13 基本方針２ 循環型社会の推進 

再生可能エネルギーの活用には、それ

に伴う公害対策の同時進行が必要と思

う。そのことも明記すべきと思う。 

意見に基づき、基本目標１、基本方針

２のゼロカーボンシティの推進の施策

の内容を、「野田市の地域特性に合った

可能なエネルギー政策も検討します。」

から「野田市の地域特性に合った可能

なエネルギー政策を検討するととも

に、これに伴う環境への影響にも配慮

してまいります。」に修正します。また、

市内における主要な再生エネルギーで

ある太陽光発電については、災害の防

止、良好な生活環境の維持並びに豊か

な自然環境及び魅力ある景観の保全を

目的に制定した「野田市太陽光発電設

備の適正な設置等に関する条例」によ

り設備の適正な設置及び維持管理につ

いて指導してまいります。 

修正有り 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

14 基本方針２ 循環型社会の推進 

循環型社会の推進については、高齢化

の中で資源品回収に協力できない人も

増えてきている。回収システムの再構

築が必要では。また、廃棄物や資源品

の回収後処理の流れを市民が見聞きす

ることで協力できることが増えてくる

のではないだろうか。教育・見学が必

要。 

基本目標１、基本方針２のごみの減

量・リサイクルの推進の、資源回収の

推進に関連しますが、現在行っている

資源物を各地区で回収する集団資源回

収は、地域コミュニティの活性化が見

込めることから、高齢化の進む社会で

は好ましい方法と考えています。さら

に、高齢者等を対象としたごみ出し支

援、具体的には「ひとり暮らし高齢者

等ごみ出し支援事業」において安否確

認を含めた個別収集を実施していま

す。また、廃棄物や資源回収後の処理

につきましては、ごみの出し方・資源

の出し方のパンフレットに｢ごみと資

源物の現状とゆくえ｣と題して掲載し

ているとともに、清掃工場やリサイク

ルセンターの見学は、小学校の校外学

習の一環での実施及び一般の見学も実

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

施しており、ごみの減量・リサイクル

の周知に活かされていると考えていま

す。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

15 基本方針２ 循環型社会の推進 

買い物時の過剰なプラスチック包材を

減らすため販売店や包材メーカーに協

力をお願いすることも必要では。 

基本目標１、基本方針２のごみの減

量・リサイクルの推進に関連する内容

ですが、適正な包装については、販売

店に対し野田市廃棄物の処理及び再利

用に関する条例第 12 条に基づく協力

要請を行うとともに、ごみの出し方・

資源の出し方のパンフレットなどに掲

載し、市民へのＰＲを行っています。 

また、包材メーカーに対しては、国が

容器包装リサイクル法に基づく働きか

けを行い、包材を販売する企業が独自

に環境に配慮した容器包装設計に取り

組んでいます。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

16 基本方針２ 循環型社会の推進 

ゴミ発電は、やってましたっけ？ 昭和６０年に設置された、現在の清掃

工場では発電を行っておりません。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

17 基本方針２ 循環型社会の推進 

不法投棄の撲滅には、処理しやすいこ

とと処理費が少ないことが望ましい。

また、外国人への丁寧な説明が必要。 

基本目標１、基本方針２の不法投棄の

撲滅・環境美化の推進において、不法

投棄防止のため、不法投棄パトロール

の強化を主な事業として掲げており、

その他にも不法投棄防止の看板や防犯

カメラの設置などを行っております。

なお、不法投棄を減らすためには、市

民一人一人が環境問題に取り組み、ご

みを減らすための意識の向上が必要と

考えており、ゴミ出しルールの緩和を

行うことは考えていません。 

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

また、外国人に対しては、ごみ出しル

ールの丁寧な説明が必要と考え、パン

フレットやごみ分別促進アプリの外国

語対応を行っており、廃棄物減量等推

進員から、外国人に限らず排出者に対

してごみ出しのルール説明を求められ

た場合は、清掃管理課職員が直接へ出

向いて説明しております。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

18 基本方針３ 生活環境の整備 

水害対策については、揚水機の水没防

止と台数確保を。 

基本目標１、基本方針３の上下水道の

整備促進のとおり浸水常襲箇所の解消

に対応してまいります。 

 なお、雨水排水ポンプ場の水没防止対

策は、令和４年９月に策定した耐水化

計画において、公共下水道（雨水）施

設の浅間下排水ポンプ場は洪水（５０

年に１回程度の降雨）による被害は想

定されていませんが、内水（市内の過

去最大降雨）で想定される浸水深が２

０㎝であることから施設の敷地内にあ

るハンドホール（地中に埋設してある

電気線の修理などをするためのマンホ

ール）から施設への浸水が想定される

ため止水対策を行います。 

 また、現在施設へ流入する雨量を排

水するために必要なポンプ台数は確保

しておりますが、雨水幹線の整備に伴

い排水流量が増える場合にはポンプを

増設できるよう施設の整備を行ってお

ります。 

 このことから、市の考え方に変更が

ないため修正いたしません。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

19 基本方針３ 生活環境の整備 

下水道整備にあたっては、市道私道関 私道の公共下水道は、「私道への公共下 修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

係なく多数世帯が使用する私道も宅地

前までの配管敷設を。 

水道管布設取扱要綱」に基づき、公道

と同様に下水道施設を整備することが

できます。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

20 基本方針３ 生活環境の整備 

水資源確保に関しては、異常気象のこ

ともあり、遊休農地を活用して溜池と

して渇水期の対策をすることはできな

いだろうか。 

水資源の確保については、基本目標１、

基本方針３の上下水道の推進に関連し

た計画の水道ビジョン野田にある安定

水源の確保において対応していきま

す。 

なお、ため池は飲用水の安定した水供

給には適しておらず、浄水処理や配水

の設備が必要で、建設費に何十億円も

の経費がかかります。仮に事業化した

場合、水道事業は地方公営企業法にお

いて、独立採算制が原則となっている

ため、水道料金の値上げに直結するこ

ととなりますので、水は限りある資源

であることを御理解いただき、渇水時

期には節水の御協力を呼びかけてまい

ります。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

21 基本方針１ 支え合いによる福祉のまちづくりの推進 

「自立」が「自分で何とかしろ」とか

「自分で生きろ」になってはいけない

と思う。「持てる能力を十分に発揮して

暮らし続ける」になるよう、支障とな

ることを解決する（「してあげる」では

ない）ことが必要と思う。 

その為に⇒①買物支援や医者にかかり

やすくするとか、機能保全、ゴミ出し

システム見直し、生活環境保全、障が

い者スポーツ施設（家庭や作業場に閉

じ込めない）、認知症高齢者への GPS

貸与などの応援が必要ではないだろう

か。 

買物弱者対策については、基本目標２、

基本方針１の高齢者福祉サービスの充

実や基本目標６、基本方針１の商業の

魅力向上による商店街等の活性化の中

で、高齢化の進展に対応するため、買

物弱者対策を実施するとしており、現

在、生活協同組合パルシステム千葉と

の協働事業である移動販売事業「まご

ころ便」と「買物支援推進店制度」を

実施しています。 

また、その他ごみ出し等の支援につい

ても、基本目標２、基本方針１の地域

の支え合いによる福祉のまちづくりの

修正有り 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

⇒また、地域の福祉活動の充実には、

自治会の協力も必要と思う。（「自治会」

の文言が無かった） 

⇒さらに、買物支援サービスには、事

業者の拡充と MAP 化、ネットスーパー

が利用できない向きには「受注～配達」

までをコーディネイトできる仕組みを

作れないだろうか。 

推進及び高齢者福祉サービスの中で対

応していくことと考えており、高齢者

等を対象としたごみ出し支援、具体的

には「ひとり暮らし高齢者等ごみ出し

支援事業」を安否の確認を含めた個別

収集を実施しています。また、徘徊高

齢者家族に対する支援として無線発信

機を貸し出すなどの事業を行っていま

す。なお、自治会の記載については、

基本目標２、基本方針１の支え合いに

よる福祉のまちづくりの推進の内容

を、「市内全域で組織された地区社会福

祉協議会やＮＰＯ・ボランティア活動

等を…」から、「市内全域で組織された

地区社会福祉協議会や自治会、ＮＰ

Ｏ・ボランティア団体等を…」に修正

します。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

22 基本方針２ 子どもの健全育成と子育て環境の充実 

「子ども館」は良いのだが、そこに行

かなければならず、限られた地域の利

用にならないだろうか。 

基本目標２、基本方針２において、子

どもの健全育成と子育て環境の充実を

行うこととしており、子ども館以外の

施策についても推進していきます。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

23 基本方針２ 子どもの健全育成と子育て環境の充実 

拠点事業の充実とあるが、拠点は生活

に合ったものである必要があると思

う。内容によっては「市内数か所」で

はなく「小学校区に数か所」という場

合もあって良いかと思う。 

基本目標２、基本方針２の安心できる

子育て環境の整備における地域子育て

支援拠点は現在市内に８か所を地域的

なバランスを考慮して整備しており、

就学前の児童を持つ親子に対して、相

談、交流、講座開催、情報提供を実施

しています。さらに、令和４年８月１

日から、子ども館７館での就学前児童

に対する事業（乳幼児サークル、子育

て講座）に地域子育て支援拠点の機能

を持たせ、支援拠点を増やしました。

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

引き続き地域に寄り添った支援を実施

してまいります。 

また、同施策中の子ども家庭総合支援

拠点は、子ども家庭総合支援課が拠点

として位置づけられる事業名であり、

施設等を配置するものではありませ

ん。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

24 基本方針２ 子どもの健全育成と子育て環境の充実 

未就学児の人口の減少傾向をにらみ、

一部でも行われているようだが、小学

校の活用を方針に入れても良いのでは

ないだろうか。 

小学校の活用については、これまでに

岩木小学校において老人デイサービス

センターの設置や、その他各中学校に

おいて地域教育コーディネーターの活

動の拠点、支援ボランティア等、地域

の方々のコミュニケーションの場とな

る地域ルームとして活用を行ってお

り、また、国の「新・放課後子ども総

合プラン」及び市の行政改革大綱にお

いて、既存の校外の学童保育所につい

ては、空き教室を活用することが望ま

しいとしていることから、老朽化の進

んでいる学童保育所については、教育

部局や学校と調整の上、順次空き教室

を活用して、学校内へ移設を進めてお

ります。 

少子化の影響により、今後、小中学校

において空き教室が増加することが想

定されますので、活用できる用途の検

討を、関係部署と協議しながら進めて

まいりますが、本内容については行政

改革大綱等で検討したいと考えている

ため、記載は行いません。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

25 基本方針２ 子どもの健全育成と子育て環境の充実 

待機児童ゼロ対策には、保育士の待遇

改善を必ず入れてほしい。実際の業務

保育士の処遇改善については、既に国

の処遇改善等加算に対する月２万円の

修正有り 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

に関しては、時間帯によってはボラン

ティアの活用も方策では。 

上乗せや、保育士就労奨励金、保育士

のお子さんの優先入所、家賃補助、駐

車場補助等の処遇改善策を行っていま

す。保育士の配置については、定数を

超える保育士の配置について補助金を

支給する等、保育士が働きやすい環境

整備も支援しております。また、高齢

者等のボランティアにも活動していた

だいています。なお、保育士の処遇改

善等による確保については、基本目標

２、基本方針２の幼児教育・保育の推

進の主な事業に、「保育士の確保対策の

推進」を追記します。また、同様に介

護職員の処遇改善等の対応が必要とな

っていることから、基本目標２、基本

方針１の高齢者福祉サービスの充実の

主な事業に、「介護職員の確保対策の推

進」を追記します。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

26 基本方針３ 健康づくりの推進と地域医療の充実 

主な事業 新型インフルエンザ等行動

計画の推進を、適宜見直して推進にし

てはいかがですか。 

御意見に基づき、主な事業の「新型イ

ンフルエンザ等行動計画の推進」から

「新型インフルエンザ等行動計画の推

進及び見直し」に修正します。 

修正有り 

第２章 施策の展開方向 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

27 基本方針３ 健康づくりの推進と地域医療の充実 

健康づくりには、市で、アプリを使っ

て歩数管理をするのはどうだろうか。

６５歳以上が登録し、市に日々のデー

タが自動送信され、一定の歩数以上の

人に地域クーポンが当たるとかすると

面白そうで、ウォーキングもはやるの

では？ 

基本目標２、基本方針３の市民の健康

づくりの推進において、健康・スポー

ツポイント事業の拡充を行うこととし

ており、現在の事業では、健康増進に

関する行動へのポイント付与し、獲得

したポイントに応じ景品と交換してい

ますが、ポイントの申請は書面により

行っています。これに代わりアプリを

導入することで、健康づくりのきっか

けやモチベーション維持、習慣化とい

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

う点で非常に有効であると認識してい

るため、歩数管理等も含め同事業の拡

充の中で検討してまいります。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標３ 豊かな心と個性を育む都市 

28 基本方針１ 質の高い学校教育の実現 

「鈴木貫太郎翁の功績を後世に伝え

る」とあるが、伝えてどうするのかが

ポイントでは。私的には、平和の取組

につなぐべきと思うし、「平和の維持を

願う」宣言みたいなものもあても良い

かもしれない。 

鈴木貫太郎翁の功績は、終戦時の内閣

総理大臣として日本を終戦に導き、現

在の平和な日本の礎を築いたことであ

り、この平和が未来永劫続くよう、子

どもたちの平和に対する意識を向上さ

せるため小中学校における学習の充実

を進めるとともに、地域資源として広

く知らしめることにより、鈴木貫太郎

記念館に訪れた方の平和意識の向上を

図り、平和な国の維持の一端を担って

まいりたいと考えております。 

なお、「平和の維持を願う」宣言につい

ては、平成９年５月に日本国憲法、地

方自治法の重要性を再認識するととも

に、市民憲章の精神、平和祈念碑の碑

文の精神を育みつつ、豊かな自然と歴

史を生かした健康な文化都市を目指す

ために「個性豊かなまちづくりを行う

人権・平和尊重都市」とすることを宣

言しています。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標３ 豊かな心と個性を育む都市 

29 基本方針３ 国際交流の推進 

「さんあーる」の多言語展開では外国

人居住者に説明しやすくなったが、今

後さらに公共施設等の外国語表記を充

実させるとともに、在住外国人の地域

活動参画や地域活動への協力機会の増

などの視点も必要かと思う。特に、自

治会活動において、食文化を通しての

交流や、賃貸物件居住者であっても地

域の防災訓練や行事に参加する等の生

基本目標３、基本方針３の国際的な交

流と協力の推進において、多言語によ

る生活情報の提供の充実を行うことと

しており、これに関連して公共施設等

における外国語表記の充実では、市役

所本庁舎内の各課表示看板の等のロー

マ字併記を進めてまいります。 

また、現在の自治会における加入率の

低下に市としても危機感を抱いてお

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

活上の交流も必要と思う。 り、自治会における負担の軽減等の対

策について協議しているところです。

外国人の加入については、加入率の増

加等にも資するものであり、今後協議

してまいりたいと考えておりますが、

基本目標３、基本方針３において在外

外国人と地域との交流の活性化を図る

としているため、記載の修正は行いま

せん。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

30 基本方針１ 防犯・防災対策の推進 

野田市総合計画後期基本計画（素案）

について、利根川・江戸川の氾濫とい

う点から私見を述べたいと思います。 

［議論の前提として――地球温暖化と

豪雨］ 

 現在地球温暖化が危機的なレベルに

向かい、これまでは想定していなかっ

た規模の豪雨が発生する可能性が高

く、その対策が緊急に求められている、

ということはほぼ定説になっていま

す。 

 であるとすると、野田市において最

も恐ろしい事態は利根川・江戸川の堤

防が決壊することであると言えます。

もちろん内水氾濫の対策も同時に行わ

なければなりませんが、被害の規模と

人命への脅威という点では、この二大

河川の決壊こそが最大の脅威であると

言えます。 

［「基本計画（素案）」の欠陥］ 

 この点に関する「野田市総合計画後

期基本計画（素案）」の記述は、あまり

にお粗末と言わざるを得ません。 

 まず基本目標 6 の基本方針 3「生活

環境の整備」を見ると、「15．浸水被害

の起きない快適な住環境が確保される

国が管理する利根川・江戸川につきま

しては、流域自治体と連携し、五県連

合利根川上流改修促進期成同盟会や利

根川治水同盟等の活動を通じた国に対

する河川整備の要望を行うとともに、

利根川上流流域治水協議会や江戸川流

域治水協議会等において国、県及び関

連市町村との連携強化、情報収集に努

めているところです。 

しかし、御意見のとおり、近年の異常

気象による短時間で集中的な豪雨や大

型の台風に起因した被害規模の拡大が

懸念されていることから、引き続き関

係機関に対し河川整備促進を働きかけ

るとともに、さらなる近隣自治体との

連携に努めていくため、基本目標４、

基本方針１の防災まちづくりの推進の

記述を「水害対策については、水防施

設の整備等水防体制の強化を進めると

ともに、排水不良地区の改善を図るた

め、河川改修・排水整備を推進します。

また、国に対し利根川・江戸川の堤防

強化について、流域自治体と連携を取

りつつ引き続き要望していきます。」に

修正します。 

修正有り 
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まちづくり」という市民の意見に対し、

「反映した施策」として「上下水道の

整備促進」という余りに簡略な記述が

見られるのみです。また同項目の「2）

基本方針」においては、「気候変動等に

よる集中豪雨の多発、都市化の進展に

よる雨水流出量の増大等による雨水氾

濫の被害リスクが高まっていることか

ら(略)総合的な浸水対策を進めます」

という具体性を欠いた目標があるのみ

です。 

 内水氾濫よりはるかに甚大な被害が

予想される利根川・江戸川の氾濫及び

堤防決壊については、「防災まちづくり

の推進」（55 ページ）の中で、「利根川・

江戸川の堤防強化について、一層の促

進を図ります」と書かれているだけで

す。「一層の促進」とは具体的にはどの

ような施策を意味するのでしょうか。

全くわかりません。 

［考えられる対策］ 

 私はこの方面では素人ではあります

が、研究の結果、次のような対策があ

ることを知りました。 

１．堤防のかさ上げ。 

 これは有効な対策ではありますが、

対岸とのバランスが必要であり、また

かさ上げのためには堤防の幅も広げる

必要があるため、緊急対策としては難

があります。 

２．コンクリートなどで堤防を覆う。 

 これも有効ではありますが、景観上、

難があります。 

 そこで緊急性、及び財政上の観点か

ら有利なのが次の二つです。 

３．鋼矢板の打ち込み。 

４．地下連続壁を堤防内に打設。 

 この二つの工法は既に建築・土木工
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

事でごく普通に行われています。さら

に２の工法とも並立可能です。つまり、

とりあえず緊急対策として３もしくは

４を行い、検討を経たうえで２を行う

という方法です。 

［管理について］ 

 利根川・江戸川は一級河川であり、

管理は国の責任となっています。しか

し両河川の氾濫によって迷惑をこうむ

るのは流域の市民であり、市民には安

全を求める権利があり、市及び県には

市民の安全を保障する義務がありま

す。とすれば「川の安全は国におまか

せ」というのは無責任であり、上記の

対策を国に要求する責務があるという

べきです。ただ、野田市が単独でそれ

を行っても効果は薄いでしょう。しか

し流域の自治体、すなわち野田市、流

山市、松戸市、柏市、市川市ならびに

千葉県が声を合わせ、国に緊急な対策

を要求すれば、国も知らぬ顔の半兵衛

を決め込むことはできないと思われま

す。また不幸にして利根川・江戸川の

堤防決壊が起った場合、上の要求があ

った場合となかった場合とでは国の賠

償責任に大きな違いが生じるとも思わ

れます。 

［結論］ 

 従って「基本計画」には上記の考え

を組み込み、流域自治体の連携と国へ

の要求について検討し、明確に言及す

べきと考えます。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

31 基本方針１ 防犯・防災対策の推進 

自助・共助を行うには、その為の仕組

み作りが必要。「自分たちのまちは自分

たちで守る」ためには、守るための道

基本目標４ 基本方針１の防災まちづ

くり推進に自助、共助、公助の連携に

よる防災体制づくりに取り組み、災害

修正無し 
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具と仕組みが必要。防災用品購入の支

援はありがたいが、公助に繋がる自

助・共助のイメージが欲しい。自助を

したくとも避難行動に支援の必要な人

もおり、車いすなどの供与とか寝たき

りの人の避難を助ける仕組みも急がれ

るのでは。さらに、水没・孤立が想定

される地域の救助・避難設備（ボート

であるとか）の配備も必要と思う。 

発生時の円滑かつ迅速な避難の支援に

つなげるため、野田市避難行動要支援

者支援計画の推進に努めることとして

います。なお、支援が必要となる方の

見極めや、どのような形で支援を行う

かなどの課題があることから、計画の

見直しを行っています。 

また、救命ボートは一部の消防団には

配備しており、自主防災組織等ではボ

ートを使用した救助訓練を繰り返し行

うことは困難で、災害時に二次災害と

なる恐れが高いため配備については考

えていません。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

32 基本方針２ 安全で快適な都市基盤の整備 

「空き家の適正管理」は、行政による

活用の提案もあり、望ましい姿と思う。

高齢でアパートが借りられない人や、

市中でもホームレスを見かけるので、

特に交通の便の良いところは高齢者に

貸すために市で買い上げるなどの方策

もあっても良いかもしれない。解体補

助とか地域の用に供した場合の税の減

免なども考えられないか。 

居住に係る支援については、基本目標

４、基本方針２の道路等の都市インフ

ラの安全性と利便性の確保において、

住宅セーフティネットの構築が重要で

あるとして、高齢者世帯やひとり親家

庭世帯等に該当する世帯に対しては、

住宅困窮者民間賃貸住宅居住支援事業

により、家賃等の支払が可能であるが

「条件の合う住宅を探すのが困難」、

「連帯保証人がいない」、「入居後の生

活が不安」などの理由で、市内の民間

賃貸住宅への入居が困難な場合に、入

居の機会の確保及び入居後の安定した

居住の継続を支援しております。また、

住居がない生活困窮者に対しては、生

活再建等を支援する団体と連携しなが

ら、団体が運営する施設への入所を案

内しています。 

空き家への対応としては、空き家の活

用として、基本目標６、基本方針１の

商業の魅力向上による商店街等の活性

化の空き家、空き店舗等の活用と連携

修正無し 
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した取り組みを進めるとともに、解体

補助については、現在、危険空家除却

工事について補助を行っているところ

ですが、危険空き家以外についても土

地の利用促進を図るため解体の補助に

ついて検討を行いたいと考えていま

す。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

33 基本方針２ 安全で快適な都市基盤の整備 

上段にも記したが、「民間賃貸住宅居住

支援事業」にあたっては、特に高齢者

と低所得者、ホームレスを念頭におい

てほしい。市内を徘徊している女性の

ホームレスが複数人いるように思われ

る。 

基本目標４、基本方針２の道路等の都

市インフラの安全性と利便性の確保に

おいて、住宅セーフティネットの構築

が重要であるとして「民間賃貸住宅居

住支援事業」を実施しています。同事

業は家賃等の支払ができるにもかかわ

らず、連帯保証人が確保できない等の

理由により民間住宅への入居に困窮し

ている方の入居の機会の確保及び入居

後の安定した居住の継続を図ることを

目的としたもので、対象は野田市に引

き続き１年以上居住し、かつ、住民登

録をしているひとり親家庭等、配偶者

からの暴力による被害女性世帯、高齢

者及び心身障がい者世帯の方となって

おります。なお、ホームレスの方につ

いては住民登録がない、所得等を判断

できない等により対象とならないこと

から、生活再建を支援する団体と連携

しながら、団体が運営する施設への入

所等を案内する等の対応の中で、関係

部局が連携し同事業の適用についての

課題解消に対応していきたいと考えて

います。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

34 基本方針２ 安全で快適な都市基盤の整備 

余りにも抽象的で理解に苦しみます。 基本目標４、基本方針２の魅力ある景 修正無し 
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先ずやるべきは高さ制限等含めた景観

条例策定することです。現在建設され

ている物流センター含めて野田市は最

悪な事態です。中里地区に計画されて

いる物流施設の建設には反対です。住

民の暮らしを優先にするべきです。見

直しを求めます。 

観の形成において、景観計画の策定及

び景観条例の制定を位置付けており、

現在、検討を進めております。 

また、基本目標６、基本方針３の魅力

ある計画的なまちづくりの推進におい

て、市街化調整区域の中でも国道 16

号などの幹線道路沿道や工業団地に隣

接するエリアなどについては地域の振

興又は発展に寄与するような土地利用

を図ることとしておりますが、物流セ

ンター等が建築される際には、「都市計

画の決定又は変更の提案の手続に関す

る要綱」及び「宅地開発指導要綱」を

十分に活用し、周辺環境への配慮や周

辺住民への説明等を十分に指導してま

いります。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

35 基本方針２ 安全で快適な都市基盤の整備 

この景色がよく、２年前に来て、すぐ

に家の前に物流センター、悲しいです。

家の前に物流センターが立つなら引越

ししなかった。 

基本目標６、基本方針３の魅力ある計

画的なまちづくりの推進において、市

街化調整区域の中でも国道 16 号など

の幹線道路沿道や工業団地に隣接する

エリアなどついては地域の振興又は発

展に寄与するような土地利用を図るこ

ととしておりますが、物流センター等

が建築される際には、「都市計画の決定

又は変更の提案の手続に関する要綱」

及び「宅地開発指導要綱」を十分に活

用し、周辺環境への配慮や周辺住民へ

の説明等を十分に指導してまいりま

す。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

36 基本方針３ 公共交通の充実 

野田市は縦長の形状でその真ん中を東

武線が通っている。しかも関宿地区は

駅まで歩いていけない距離。関宿方面

公共交通の整備については、基本目標

４、基本方針３により進めております

が、市内の人口分布から費用対効果を

修正無し 
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からバスで東武線駅に行くにはバスの

本数が少なかったり帰りの終バスが早

かったりする。春日部に行くにもバス

停が限られる。関宿城から次木・木間

ケ瀬・船形・市役所を通って愛宕に抜

けるくらいのモノレールなど有ると、

貫太郎会館の活性化にもつながるよう

な気がする。 

考慮すると、地域交通としてのモノレ

ール整備は事業として成立しないと考

えております。交通の利便性を高める

事業として、市ではコミュニティバス

を導入しております。コミュニティバ

スについてもより市民の皆様の利便性

向上のため新たな運行計画の検討を行

っており、また、コミュニティバスを

含めた公共交通の利用が困難な交通不

便地域に対する対策についても検討を

行っており、令和６年度以降の開始を

目指しています。 

そのほか、朝日バスが関宿地域を関宿

城博物館から川間駅まで運行してお

り、路線バスの利便性向上と運行本数

の維持を含め、コミュニティバスの利

便性向上について調整しております。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

37 基本方針３ 公共交通の充実 

バスや鉄道は、運行本数が少ないと敬

遠されて利用者が少なくなるし、本数

を多くすると効率的な問題がある。縦

に細長い野田市の交通の便をよくする

には、横に短く頻度の高い公的交通機

関が望まれるのではないだろうか。１

台のバスが２時間かかって１往復する

分、３０分ならば４往復できる。 

本市は、南北に長く東西に短いため、

公共交通を設定しようとすると、各路

線の延長が南北に長いルートとなって

しまい、十分な本数を確保できないこ

とが課題であることは認識しておりま

す。しかし、距離の短い東西方向を主

として路線を設定したルートの場合に

おいては、広範囲にわたって拠点にな

る利用の多い目的地を複数設定するこ

とができず、また、住宅地の配置から

ルート数も増やさざるを得ないため対

応が困難です。なお、基本目標４、基

本方針３の鉄道や市内バス等の公共交

通環境の充実において、地域のニーズ

を踏まえたコミュニティバス（まめバ

ス）の充実及び交通不便地域における

デマンド交通の導入を進めることとし

ており、コミュニティバスの令和６年

修正無し 
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度以降の運行計画について現在調査、

検討を行っています。市民の皆さんが

便利に、継続的に利用していただける

ようなルート設定を検討してまいりま

す。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

38 基本方針３ 公共交通の充実 

東武線の橋梁含めた複線化は、特急や

急行の運行が早くなり、柏や大宮に行

くのに一見便利だが、東京では不便を

感じた。特急があり、区間快速や通勤

快速、急行、準急等が走るため、普通

電車の本数が減り、普通電車停車駅か

ら普通電車停車駅に行くのに必要以上

に時間がかかることだ。今の方がどこ

の駅からでも特急も急行も利用できて

便利かも。 

基本目標４、基本方針３の鉄道や市内

バス等の公共交通環境の充実において

東武野田線の複線化を促進することと

しております。東武野田線の複線化に

ついては、市民の通勤、通学等日常生

活の利便性の向上を図るため、「春日部

駅－運河駅間の複線化」を実現できる

よう関係機関に働きかけるもので、複

線化により、鉄道利用者は目的や用途

に合わせ、列車種別を選択できるよう

になり、速達性や利便性等が一層高ま

ると考えているため、本事業を継続し

ていきます。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標５ 市民がふれあい協働する都市 

39 基本方針１ 協働によるまちづくりの推進 

地域コミュニティの強化に関して、都

市化の遅れた古い街ならではの問題が

あると感じる。新規開発地域は新しい

つながりなので良いが、既存住宅街へ

の入居は、既に出来上がっている集団

の中に入るわけだからそれなりの覚悟

がいる。歴史の古い街だと血縁関係で

固まっている感があり、名字が違って

いても親戚同士という街になる。そう

いう自治会には入りにくいし、敬遠さ

れると思う。古い居住者同士の仲間意

識が表に出ない活動が望まれる。 

基本目標５、基本方針１の地域コミュ

ニティの強化において自治会等への加

入率が減少傾向にあることが課題と認

識しております。市といたしましては、

加入率が減少している要因は、自治会

の役員になった際の負担感が大きいの

ではないかと考えております。自治会

と市では、加入率の向上に向けた対策

として負担軽減策等を協議しており、

加入者の増加に向けた運営方法につい

ても話合いを行っています。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標５ 市民がふれあい協働する都市 
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40 基本方針１ 協働によるまちづくりの推進 

情報交流には、市長への手紙とか市政

への問合せというような「１対１対応」

型の発信だけではなく、野田市につい

て自由に書き込める「広場」を HP 上に

設定してはどうか。批判しあわずに、

つぶやいたり自由な提案をしたり、の

場の設定で、市民や市内勤務者の登録

制による運営とし、その中から行政が

ヒントをもらったり市政の改善を進め

る。採用した声には地域クーポンをあ

げるとか。登録は実名でおこない、書

き込み上はハンドルネームとし、実名

は行政以外には分からないようにす

る。（書面で受け付けて、管理を分け

る。） 

書き込みは、「困った」でも「ありがと

う」でも「こうできないの？」でも「頑

張って！」でも何でもよい。たとえ「あ

りがとう」でもそこには「ありがとう

の前の困った」があり、改善の種があ

る。（そういう思考が必要） 

市民の皆さんから生の意見を頂くため

に、様々な方法を提供することは重要

であると考えております。しかし、イ

ンターネット上で様々な人が見ること

ができる場所での誹謗中傷等のいたず

らな書き込みがあった際には、個人情

報に関することから、対応が困難な場

合があります。このため、御意見にも

あるとおり、登録方法や書き込みルー

ル等について研究を行いたいと考えて

おります。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標５ 市民がふれあい協働する都市 

41 基本方針２ 情報発信・共有の充実 

情報の共有に中には、地域ＦＭ局もあ

っていいのでは。これは、災害時には

強い力を発揮する。豆メールの内容を

ここでも発信すればよい。運営は市民

を中心に行い、理科大生や高校生の力

も借りればよい。何から何までプロが

やる必要はなく、下手な内容で良い。

時間が余ったら音楽を流し続けてもよ

い。災害時には２４時間運営すれば、

市民の安心感につながる。市内在住や

勤務の外国人の出演もあってもよい。

総合計画の推進の強力な後押しになる

のではないかと思う。 

情報提供、共有のために様々なツール

を活用することは重要であると考えて

おります。地域ＦＭ局の開設に当たっ

ては、設備費用や運営形態、免許申請

等のハードルがあることから、既存の

ＦＭ局（BayFM 等）の枠の活用や、千

葉テレビ、ＪＣＯＭ等との協働により、

情報の発信について可能性のある手法

を研究してまいります。 

修正無し 
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第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

42 基本方針１ 地域産業の振興 

商店街の活性化についてこう思う。野

田市の特性を生かした魅力づくりが不

可欠では、と。特に「野田市本町会」

～「下町サービス店会」にかけての周

辺の商店会は、せっかく長い歴史の中

で醬油会社の本社があったり、せんべ

い店が沢山あったり、川魚料理店が何

件もあったりしているのに、活かし切

れていないのでは？そこで、醸造をテ

ーマとした街づくりをしてはどうか。

地場の野菜や関宿牛を使った個性とバ

リエーションあふれる「むらさきラー

メンの街」とか、醤油会社の協力をも

らって「醤油のミニプラント」を見学

できる醤油博物館の建設とか、市内の

全ブランドの全商品が販売されている

販売センター（野田に行けば醤油や醸

造品の発見があり、希少な商品が手に

入る）とか、醤油染めの衣類とか、と

にかく野田の特性を生かした街づくり

で若者の起業も応援できるといい。 

商店街の活性化に今ある地域資源を活

用していくことは重要であると考えて

おります。 

今年度設置した PR推進室は、担当職員

自らが地域に出て、新たな発想で情報

収集や発信を行うこととしているた

め、今後も市の特産品等、地域資源の

活用について進めてまいります。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

43 基本方針１ 地域産業の振興 

国は都市農業振興基本法の 10 条にお

いて、地方公共団体における農業の振

興に関する計画を定めるよう努めなけ

ればならないとされているのですか

ら、野田市都市農業振興基本計画を策

定しては？ 

農業の振興については、基本目標１、

基本方針１の自然と調和した農業、基

本目標６、基本方針１の農業の活性化

の推進等、様々な施策を推進すること

としておりますが、都市農業振興基本

法に基づく「都市農業の振興に関する

計画」につきましては、千葉県が策定

した「千葉県農林水産業振興計画」の

「都市農業の振興」に戦略項目が位置

付けられており、市においても県の計

画により収益性の高い農業の推進、地

修正無し 
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域環境に配慮した農業の推進など、都

市農業の振興を図っていくこととして

いるため、策定は考えておりません。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

44 基本方針２ 観光・イベントの振興 

地域資源を活用した交流人口の拡大の

ため、サイクリング、カヌーの楽しめ

るとあるが、更に地域特色の強いスカ

イスポーツも追加してほしい。近隣で、

空、水上、陸上のレジャーを楽しめる

エリアは野田市の大きな魅力です。 

御意見に基づき、基本目標６、基本方

針２の地域資源を活用した交流人口の

拡大の記述について、「他にも、サイク

リングロードなど地域資源の掘り起こ

しを行うとともに、市の魅力をあらゆ

る角度から、情報発信します。」から「他

にも、サイクリングロードや河川空間

など地域資源の掘り起こしを行うとと

もに、サイクリング、カヌー、スカイ

スポーツなどの市の魅力をあらゆる角

度から、情報発信します。」に修正しま

す。 

修正有り 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

45 基本方針２ 観光・イベントの振興 

基本方針１との連携とそれによる「ま

つり」の活性化が必要と思う。貫太郎

信奉者の方には申し訳ないが、貫太郎

会館では人は呼べないと思う。 

基本目標６、基本方針２のまつりやイ

ベントの活用において、まつりやイベ

ントの充実により、観光のＰＲの推進

を図り、にぎわいの創出に取り組むと

しており、鈴木貫太郎記念館の再建に

より地域資源、観光の拠点になるもの

と考えております。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

46 基本方針２ 観光・イベントの振興 

近隣市は観光基本計画を策定している

のですから、野田市も道の駅計画もあ

るのですから、野田市観光基本計画の

策定をしてはいかがですか。 

野田市観光基本計画の策定について

は、現在進行中の鈴木貫太郎記念館の

再建や市内観光等の地域資源の洗い出

しを進めていく中で考えてまいりま

す。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 
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47 基本方針３ 定住の促進 

魅力ある街づくりの為に、イオン・ノ

アの再開発が必要ではないだろうか。

今の状況は廃れたショッピングセンタ

ーと廃れた遊園地で、魅力のない街の

象徴となっている。春日部や越谷の規

模でなくとも、野田市に見合った手ご

ろ な 家 族 で 楽 し め る 「 Live ＆

Enjoyments Park」ができないもの

か。 

イオン・ノア店、森の遊園地は民有地

にあり、当該土地の再開発については、

他の計画において再開発等の計画がさ

れていないため、土地所有者等が主体

的に行うものとなることから、市は要

望があれば実施について調整を行いた

いと考えております。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

48 基本方針３ 定住の促進 

地域資源と言えば、人的資源もあると

思う。元気な高齢者は地域活性化の貴

重な「資源」では？塾に行けない子供

の自習を援助する「寺子屋」で活躍し

てもらうとか。 

基本目標３、基本方針１の子どもの学

力の向上や、個性・能力を伸ばす教育

の推進に位置付ける「子ども未来教室」

では、事業者と連携し、元気な高齢者

の方に学習支援員として参加していた

だくため、学習支援員の募集を市報で

行っています。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

49 基本方針３ 定住の促進 

「市街化調整区域について、幹線道路

沿道や既存の工業地の一定規模以上の

土地に、流通業務、工場、観光～適正

な土地利用を図ります。」とあるが、こ

れらの土地は農地である。農地をつぶ

して、流通業がどんどん進出してくる

のは反対である。農業振興をはかる施

策を進めるべきである。 

基本目標６、基本方針３の魅力ある計

画的なまちづくりの推進において、市

街化調整区域の都市的土地利用を位置

付けており、市域の７割を市街化調整

区域が占める本市においては、特に産

業分野において市の活性化につなげる

ため、市街化調整区域の中でも国道 16

号などの幹線道路沿道や工業団地に隣

接するエリアなどに限定して、特性を

いかした適正な土地利用を誘導するこ

とが必要と考えておりますが、流通業

務等の土地利用を図る場合において

は、「都市計画の決定又は変更の提案の

手続に関する要綱」及び「宅地開発指

導要綱」を十分に活用し、周辺環境へ

修正無し 
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の配慮や周辺住民への説明等を十分に

指導してまいります。 

また、農業の振興については、基本目

標１、基本方針１の自然と調和した農

業、基本目標６、基本方針１の農業の

活性化の推進等、様々な施策を推進す

ることとし、主に集団的に存在する農

用地や農業基盤整備事業が実施された

農用地など、農用地区域に指定してい

る農地を中心に実施しています。なお、

農業振興に必要な農地は確保されてい

るものと考えています。 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

50 基本方針３ 定住の促進 

市街化調整区域の農地等への流通業務

誘致に規制をかける。（倉庫多すぎ）こ

れ以上造る必要なし。16 号中里、船形

などの農地土地は地権者の所有物です

が、周辺に暮らす人々の環境でもある

ことを考慮して開発をすべきである。

野田市は安易に市有地（生活道路など）

民間業者に差し出すべきでない。※野

田市の 20、30 年先の風景を考えてほ

しい。 

国道１６号などの幹線道路沿道の市街

化調整区域については、大規模流通業

務施設を立地できる要件が、都市計画

法に定められていることから、規制は

難しいと考えておりますが、地域の状

況に配慮した施設計画となるよう指導

してまいります。なお、基本目標６、

基本方針３の魅力ある計画的なまちづ

くりの推進において、市街化調整区域

の都市的土地利用を位置付けており、

市域の７割を市街化調整区域が占める

本市においては、特に産業分野におい

て市の活性化につなげるため、市街化

調整区域の中でも国道 16 号などの幹

線道路沿道や工業団地に隣接するエリ

アなどに限定して、特性をいかした適

正な土地利用を誘導することが必要と

考えております。 

修正無し 

第２章 施策の展開方向 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

51 基本方針３ 定住の促進 

・都市計画マスタープランの見直し 

・市街化調整区域の都市的土地利用 

本市は市域の７割を市街化調整区域が

占めており、特に産業分野において市

修正無し 
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３年前の都市計画マスタープラン（市

街化調整区域における地区計画運用基

準）にて、市内国道 16 号線沿い全部、

県道我孫子関宿線（一部区間）、都市計

画道路今上木野崎線（一部の区間）に

物流倉庫建設優先の都市計画マスター

プランの見直しを求めます。 

巨大物流倉庫が住環境の側はだめで

す。雇用に関しても非正規中心産業、

生産性と創造性不足にて若者たちに夢

と希望を与えません。地域の住環境、

コミュニティにとっても建物の威圧感

のみで何らメリットがありません。巨

大な建物と何台ものトラツク群との地

域共存は無理があります。その違和感

は徐々にほころびが起こり、景観的に

も精神的にもその地域は魅力もなくな

り崩壊していくでしょう。 

野田の街、全体を見ても大型トラック

が走り回る危ない落ち着きない街にな

り、物を動かすだけの産業では消耗と

消費するだけの魅力のない街づくりな

ってしまいます。国土交通省や物流業

界が意図する物流中心の街づくりはも

う止めてください。野田市はまだ、貴

重な畑や林が多く残っている地域で

す。その貴重な自然環境を生かす街づ

くりとコミュニティづくりを強く求め

ます。 

特に国道 16 号線沿いの中里、船形地

区の物流倉庫建設計画は住宅が多く立

ち並ぶ場所で住環境の保全地区でもあ

り、大型トラックが登り降りするバー

ス式物流倉庫の圧迫感、トラックの往

来、排気ガス、交通事故、火事等の心

配もありで住環境悪化が大変心配で

す。コミュニティ論で言えば地域にと

って威圧感のみで何のメリットもあり

の活性化につなげるためには、市街化

調整区域の中でも国道 16 号などの幹

線道路沿道や工業団地に隣接するエリ

アなどの限定された土地について、特

性をいかした適正な土地利用を誘導す

ることが必要と考えていますが、土地

利用が図られる場合には、地域の状況

への配慮も考慮した地区計画となるよ

う指導していきます。なお、都市計画

マスタープランは誘導すべき土地利用

の方向性を示すものであり、上記の考

え方と合致していることから改正は考

えておりません。また、地区計画運用

基準については地区計画の類型ごとに

定めるべき内容を示したものであるこ

とから変更を行うことは考えておりま

せん。 

農業公園を整備して若者たちを新たな

農業の担い手とすることについては、

基本目標６、基本方針１の農業の活性

化の推進において、担い手農家への支

援を行うこととしており、農業公園に

関しては、整備の必要性を含め研究す

べきものと考えておりますが、現在、

農業体験ができる場として江川地区の

水田型市民農園やふれあい貸農園を開

設し、農産物加工の場として農業構造

改善センターを整備し市民の皆様に活

用いただいているところです。 

また、まちづくり条例の制定につきま

しては、本市のまちづくりは、市の建

設に関する基本構想である「野田市総

合計画」、「野田市国土強靭化地域計画」

及び千葉県が定める広域的なまちづく

りの計画である「都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針」に則した「野田

市都市計画マスタープラン」の方針を

基に進めており、具体的な制限につい
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ません。この国道 16 号線沿いの中里、

船形地区での大型物流倉庫建設はこの

地域には適しません。巨大倉庫建設計

画は止めてください。３年前の市街化

調整区域の地区計画の運用基準が決め

られた経過も不透明で地元住民たちは

だれも知りませんでした。市街化調整

区域における地区計画の運用基準の見

直しを強く求めます。 

一つの案として、今ある農地と土と空

間と自然環境を利用しての農業公園に

して若者たちを育成して生産性を生み

地域再生を目指す方向性を望みます。 

消費者は賃金も増えない、非正規労働

者の増加、物価高、少子化、断捨離、

ネット通販とカード破産、物に魅力を

感じなくなり、生活を守る為に物を買

わなくなり、10～20 年先に多くの倉庫

群の需要があるとは思えません。提案

として、既にできている倉庫群に関し

て総括などを行うことを勧めます。出

来て良かったのか、悪くなったのか地

域住民、野田市民の意見を広く聞いた

ら良い。それからでも開発は遅くあり

ません。急ぎ過ぎる開発は止めてくだ

さい。いったん始まると取り返しがつ

きません。 

この物流倉庫問題は、地元商店街、ス

ーパーの衰退とも関連しています。農

家も後継者不足で畑の管理が大変、商

店街も後継者不足で廃業や空き店舗が

多い、結果、地域は衰退し、その隙間

に意図しない開発業者が入って来てし

まうという構図が今の野田市の現状で

す。魅力ある街づくりを目指すなら、

企業優先の開発よりも、住民の暮らし

を守る「対話しながらの人づくり」を

目指し、そして、先に自然、住環境を

ては、都市計画法や建築基準法、その

他の関係法令に示された規定や基準等

があるため、条例で土地の権利者に対

して過度な規制をかけることは非常に

難しいと考えております。このため「都

市計画の決定又は変更の提案の手続に

関する要綱」及び「宅地開発指導要綱」

を十分に活用し、周辺環境への配慮や

周辺住民への説明等を十分に指導して

まいります。 
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守るためのきめ細かい高さの制限、設

置制限がある「まちづくり条例」を策

定してほしい。 

第３章 重点プロジェクト 

52  

「第３章の重点プロジェクトに対して

のコメント」 

８つの重点プロジェクトで縦と位置付

ける施策・事業の横連携を明示したこ

とは大変良い。更に、『関連する施策を

有機的に連動させながら取り組むため

に』との目的を達成するために、各プ

ロジェクトについて推進体制の明確化

を行うべきです。 

具体的には、１．プロジェクトリーダ

ー、副リーダー、メンバーの任命、２．

プロジェクト推進のための組織横断で

の権限付与、そして当たり前ですが、

３．人事評価とのリンクの３点です。 

本基本計画では、そのうちプロジェク

トリーダーと副リーダーをバイネーム

（または、総務部長や行政管理課長な

どの役名での表記）で明記すべきです。 

各重点プロジェクトの進捗等について

責任を持たせるため、プロジェクトリ

ーダー等を指定することは重要である

と考えますが、重点プロジェクトとは、

基本目標を横断的に捉え直し、それぞ

れの関連した施策を有機的に連動させ

ながら取り組むという視点に立ち、全

ての施策がいずれかのプロジェクトに

属する形で整理し、総合計画の推進に

より求める理想の姿を示すためにまと

めているものです。 

このため、各部署が所管する事業と関

連する事業を認識し、連携を行ってい

くこととなり、その中で同プロジェク

トに係るリーダー的存在が自然発生的

に決まることで、より積極的な取組が

行われることになると考えておりま

す。このため、リーダーの設定は行い

ません。 

修正無し 

第３章 重点プロジェクト 

53  

プロジェクトのイメージの中に、どう

いう人的構成で行われるのかが無い。

計画立案してほとんど固まってから

「いかがでしょう」ではなく、計画立

案の段階から市民の参加があった方

が、硬直しないイメージ豊かな事業が

進められるのではないかと思う。特に、

プロジェクトの結果を受けるのは今の

若い人たち（学生、生徒、児童）であ

り、その子たちの意見は成否のカギを

握っていると思う。 

重点プロジェクトとは、基本目標を横

断的に捉え直し、それぞれの関連した

施策を有機的に連動させながら取り組

むという視点に立ち、全ての施策がい

ずれかのプロジェクトに属する形で整

理し、総合計画の推進により求める理

想の姿を示すためにまとめているもの

です。そのため、重点プロジェクトで

は人的構成や目標値等を設定しないも

のとしています。したがって、各事業

を実施していく中で、関連する部署が

連携を取り、市民の意見を伺いながら

修正無し 



 

 31 

№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

進めてまいります。 

また、今回の後期基本計画については、

平成２７年に策定した基本構想を引き

継ぐため、その策定の際に市民の皆さ

んから伺った多くの意見に基づいて策

定しているものです。また、令和３年

度までに市内の小中学校で実施した

「市長と話そう集会」で児童・生徒か

ら頂いた意見についても参考にしてい

ます。 

多項目にわたる意見 

54  

全体的に読ませていただきましたが、

多岐にわたり様々な角度から検討され

ていることが理解できました。共通的

に感じた意見を明記させていただきま

す 

1 ボランティアとの記載が複数出てき

ます。 

野田市のボランティアに関しては、社

会福祉協議会、学校、図書館、民間の

募集等様々あり、ボランティア活動を

検討した時、ボランティア活動情報入

手に非常に困難しました。ボランティ

ア活動にも条件があったり。そこで、

まずボランティアに対して現在市の直

轄、民間、その他でどのような内容が

あるかを一度整理すると同時に、少子

高齢化時代において、私は市民と行政

の一体化、主に高齢者の知見、ノウハ

ウを活用するために行政に直結した、

仮称ですがエキスパートボランティ

ア、プロフェッショナルボランティア

の新設を提案します。エキスパート、

プロフェッショナルボランティアは国

もデジタル促進のために約 2 万人活用

予定です 

 行政としても様々な分野（例メディ

市では市民の有するノウハウを活用

し、市民の皆さんと一体となった市政

運営は引き続き必要になると考えてお

り、基本目標５の基本方針１において

市民等との協働のまちづくりを推進す

ることとしております。この方針に基

づき、今後、事業実施の際には、必要

に応じ、エキスパートボランティアに

限らず、各種活動に専門知識がありリ

ーダーシップをとっていただける方の

活用等を検討したいと考えておりま

す。 

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

カル活用、ITC 活用、スポーツ活用、

年金、学校、海外その他）の知見があ

りノウハウがあるボランティアを行政

の一員として参画させることで、市の

職員のレベルアップ、政策への助言等

が図れ、さらに行政との一体感による、

市民と行政の融合が図れると思いま

す。知見ノウハウを有した市民を行政

が活用しないのはもったいない 

2 地域通貨の項目がない 

 今後地域が主体で動くことが求めら

れています。地域通貨の検討も必要で

は、例えば 市会議員の報酬の 3 割は

地域通貨、市民の審議会委員の報酬も

地域通貨、市が発注する仕事の一部も

地域通貨にし、市外より市内の活性化

を図る。 

３情報環境整備 

 コロナで情報ネットワーク環境の充

実が不可欠となりました。市としても

各家庭に WIFI 設備の導入補助を行

い、さらにボランティアを活用し情報

機器の説明を行うことで、将来の在宅

医療、パンデミックにおける情報共有、

災害への対応が図れると思います。（こ

のような情報ネットワークに関しても

知見を有した、ボランティアの参加を

行い、よりよりシステムを検討するの

はいかがでしょうか） 

以上 100 ページ程度すべて目を通し

感じた意見です。知見ノウハウを有し

た高齢者をうまく活用してください。 

当然検討済な意見もあると思います

が、失礼をお許しください。 

多項目にわたる意見 

55  

全体的に読ませていただきましたが、

多岐にわたり様々な角度から検討され

地域通貨につきましては、基本目標６、

基本方針１の商業の魅力向上による商

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

ていることが理解できました。共通的

に感じた意見を明記させていただきま

す 

1 ボランティアとの記載が複数出てき

ます。 

野田市のボランティアに関しては、社

会福祉協議会、学校、図書館、民間の

募集等様々あり、ボランティア活動を

検討した時、ボランティア活動情報入

手に非常に困難しました。ボランティ

ア活動にも条件があったり。そこで、

まずボランティアに対して現在市の直

轄、民間、その他でどのような内容が

あるかを一度整理すると同時に、少子

高齢化時代において、私は市民と行政

の一体化、主に高齢者の知見、ノウハ

ウを活用するために行政に直結した、

仮称ですがエキスパートボランティ

ア、プロフェッショナルボランティア

の新設を提案します。エキスパート、

プロフェッショナルボランティアは国

もデジタル促進のために約 2 万人活用

予定です 

 行政としても様々な分野（例メディ

カル活用、ITC 活用、スポーツ活用、

年金、学校、海外その他）の知見があ

りノウハウがあるボランティアを行政

の一員として参画させることで、市の

職員のレベルアップ、政策への助言等

が図れ、さらに行政との一体感による、

市民と行政の融合が図れると思いま

す。知見ノウハウを有した市民を行政

が活用しないのはもったいない 

2 地域通貨の項目がない 

 今後地域が主体で動くことが求めら

れています。地域通貨の検討も必要で

は、例えば 市会議員の報酬の 3 割は

地域通貨、市民の審議会委員の報酬も

店街等の活性化の活性化策として、国

の地方創生施策に注視しつつ検討を行

いたいと考えているため、素案の修正

は行いません。 

また、地域通貨を導入した場合におい

ても、使用できる場所が市内の限定さ

れた店舗等となるため、議員報酬の一

部や非常勤特別職の報酬であっても使

用に制限の係る形での支払は困難であ

ると考えております。 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

地域通貨、市が発注する仕事の一部も

地域通貨にし、市外より市内の活性化

を図る。 

３情報環境整備 

 コロナで情報ネットワーク環境の充

実が不可欠となりました。市としても

各家庭に WIFI 設備の導入補助を行

い、さらにボランティアを活用し情報

機器の説明を行うことで、将来の在宅

医療、パンデミックにおける情報共有、

災害への対応が図れると思います。（こ

のような情報ネットワークに関しても

知見を有した、ボランティアの参加を

行い、よりよりシステムを検討するの

はいかがでしょうか） 

以上 100 ページ程度すべて目を通し

感じた意見です。知見ノウハウを有し

た高齢者をうまく活用してください。 

当然検討済な意見もあると思います

が、失礼をお許しください。 

多項目にわたる意見 

56  

全体的に読ませていただきましたが、

多岐にわたり様々な角度から検討され

ていることが理解できました。共通的

に感じた意見を明記させていただきま

す 

1 ボランティアとの記載が複数出てき

ます。 

野田市のボランティアに関しては、社

会福祉協議会、学校、図書館、民間の

募集等様々あり、ボランティア活動を

検討した時、ボランティア活動情報入

手に非常に困難しました。ボランティ

ア活動にも条件があったり。そこで、

まずボランティアに対して現在市の直

轄、民間、その他でどのような内容が

あるかを一度整理すると同時に、少子

各家庭へのＷｉｆｉ設備導入について

は、各家庭において整備すべきもので

あり補助を行うことは考えていませ

ん。なお、基本目標５、基本方針２の

迅速・的確な情報提供にある、公共施

設への公衆無線ＬＡＮ整備により代替

できるものと考えており、通常時の市

民の皆さんのインターネット活用、災

害時の通信手段として活用していただ

けるものと考えております。また、デ

ジタル活用に関する理解やスキルが十

分でない高齢者等に対し、スマートフ

ォンを利用したオンラインによる行政

手続、サービス等の利用方法に関する

講座を行っております。今後も、スマ

ートフォンの機能やアプリを活用し、

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

高齢化時代において、私は市民と行政

の一体化、主に高齢者の知見、ノウハ

ウを活用するために行政に直結した、

仮称ですがエキスパートボランティ

ア、プロフェッショナルボランティア

の新設を提案します。エキスパート、

プロフェッショナルボランティアは国

もデジタル促進のために約 2 万人活用

予定です 

 行政としても様々な分野（例メディ

カル活用、ITC 活用、スポーツ活用、

年金、学校、海外その他）の知見があ

りノウハウがあるボランティアを行政

の一員として参画させることで、市の

職員のレベルアップ、政策への助言等

が図れ、さらに行政との一体感による、

市民と行政の融合が図れると思いま

す。知見ノウハウを有した市民を行政

が活用しないのはもったいない 

2 地域通貨の項目がない 

 今後地域が主体で動くことが求めら

れています。地域通貨の検討も必要で

は、例えば 市会議員の報酬の 3 割は

地域通貨、市民の審議会委員の報酬も

地域通貨、市が発注する仕事の一部も

地域通貨にし、市外より市内の活性化

を図る。 

３情報環境整備 

 コロナで情報ネットワーク環境の充

実が不可欠となりました。市としても

各家庭に WIFI 設備の導入補助を行

い、さらにボランティアを活用し情報

機器の説明を行うことで、将来の在宅

医療、パンデミックにおける情報共有、

災害への対応が図れると思います。（こ

のような情報ネットワークに関しても

知見を有した、ボランティアの参加を

行い、よりよりシステムを検討するの

生活の質の向上を図ることができるよ

う講座を継続して実施するとともに、

必要に応じてボランティア参加等の検

討を行ってまいります。 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

はいかがでしょうか） 

以上 100 ページ程度すべて目を通し

感じた意見です。知見ノウハウを有し

た高齢者をうまく活用してください。 

当然検討済な意見もあると思います

が、失礼をお許しください。 

多項目にわたる意見 

57  

少子高齢化時代と云われ久しいが、最

近の新聞報道によれば、2022 年 1～6

月の出生者数は 40 万人を割り込んだ。

又、空き家が 1000 万戸との記事があ

ります。2025 年以降になると団塊の世

代全員が後期高齢者（７５才以上）に

なる。野田市総合計画後期基本計画で

次の３点を検討願います。 

１．７５歳以上の高齢者が多数居住す

る地区の対応 

２．高齢者が亡くなると空き家が増え

ると思います。空き家対策（空き家バ

ンクでは対応出来ない） 

３．子供が減少するため学校の統廃合

の検討を願います。 

以上３点の検討を願います。 

本市は、超高齢社会を迎えており、市

全体において高齢者の居住する割合が

高く、新たに整備された住宅地等一部

地域に若者の割合が高い場所があると

いう現状にあります。このため、基本

目標２、基本方針１の高齢者福祉サー

ビスの充実において、利用者のニーズ

に応じた生活支援サービスの拡充が必

要と記載されており、市全体において

地区ごとのニーズに応じた施策を推進

することとします。 

修正無し 

多項目にわたる意見 

58  

少子高齢化時代と云われ久しいが、最

近の新聞報道によれば、2022 年 1～6

月の出生者数は 40 万人を割り込んだ。

又、空き家が 1000 万戸との記事があ

ります。2025 年以降になると団塊の世

代全員が後期高齢者（７５才以上）に

なる。野田市総合計画後期基本計画で

次の３点を検討願います。 

１．７５歳以上の高齢者が多数居住す

る地区の対応 

２．高齢者が亡くなると空き家が増え

ると思います。空き家対策（空き家バ

空き家対策については、現在空き家の

適正管理の指導及び空き家バンク制度

の周知を行うこととしていますが、耐

震化の補助金等の対象範囲を広げ、空

き家の解体補助に活用するなどによ

り、土地を利用促進するための検討や、

消費生活セミナーの終活に関する講座

の中で、自身の住宅問題について取り

上げるなど、空き家を増やさないため

の取組を行っていきます。 

修正無し 
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ンクでは対応出来ない） 

３．子供が減少するため学校の統廃合

の検討を願います。 

以上３点の検討を願います。 

多項目にわたる意見 

59  

少子高齢化時代と云われ久しいが、最

近の新聞報道によれば、2022 年 1～6

月の出生者数は 40 万人を割り込んだ。

又、空き家が 1000 万戸との記事があ

ります。2025 年以降になると団塊の世

代全員が後期高齢者（７５才以上）に

なる。野田市総合計画後期基本計画で

次の３点を検討願います。 

１．７５歳以上の高齢者が多数居住す

る地区の対応 

２．高齢者が亡くなると空き家が増え

ると思います。空き家対策（空き家バ

ンクでは対応出来ない） 

３．子供が減少するため学校の統廃合

の検討を願います。 

以上３点の検討を願います。 

基本目標３、基本方針１の学校におけ

る教育環境の整備や安全安心健康の確

保と関連しますが、学校の統廃合につ

いては、平成 27 年１月に文部科学省

から『公立小学校・中学校の適正規模・

適正配置等に係る手引』が発表され、

その中で、１学年１学級以下となる場

合、学校統廃合を速やかに検討する必

要があるとされています。本市の通常

学級数でこの基準に当てはまる学校は

小学校が６校ありますが、現在、それ

ぞれの学校の特色をいかして魅力ある

教育活動、例えば小規模特認校や小中

連携の強化等を行っており、地域から

の高い評価を受けています。 

市としては、これまでも学校は教育の

ための施設だけでなく、地域における

コミュニティーの核としての役割を持

つと捉えており、現在のところ統廃合

を進めるという考えはありません。し

かしながら、更に児童数が減少し、魅

力ある学校作りに支障をきたす様子が

見られた場合には、保護者や学校関係

者、地域の方々に丁寧に説明し、議論

を行っていきたいと考えています。 

修正無し 

多項目にわたる意見 

60  

地域の振興、発展に寄与する土地利用

として「流通業務工場」とある。現時

点でも既に市内に巨大な物流倉庫の計

画や建設が進んでおり、既存の住宅地

の隣の倉庫では住民の住環境を脅かす

基本目標６、基本方針３の魅力ある計

画的なまちづくりの推進では、市街化

調整区域の中でも国道 16 号などの幹

線道路沿道や工業団地に隣接するエリ

アなどについて地域の振興又は発展に

修正無し 
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危惧が発生し、緑多い野田の自然の景

観が壊されている。 

今後も経済力のある企業によって無秩

序に物流倉庫が建てられるのでは、野

田市の緑の多さに魅かれて住み始めた

市民の定住も望めない。 

物流、工場などの開発には、立地場所、

面積、高さ、周辺環境、住環境への影

響、景観、市民への事前説明等の規制

や配慮を盛り込んだ条例策定が必要と

考える。 

野田市の下水道普及率は 70％。中には

本下水道につなげていない家もある。

残り 30％の生活排水はそのまま川に

流されている。野田市の水道水は江戸

川の下流で取水されているから、野田

市民の排水が飲み水として戻ってく

る。この排水に廃食油や合成化学物質

が混入すれば、汚水処理場や浄水場で

それらを除去するための設備や負担が

大きくなり、水道料金の値上げにもつ

ながる。 

排水をできるだけ汚さない意識が市民

に求められる。 

又、野田市では現在、家庭から出る廃

食油はゴミとして出すよう示されてい

るが、これを回収してリサイクルすれ

ば資源として活用できるし、ゴミの減

量にもつながる。 

廃食油から再生した「リサイクルせっ

けん」は汚れ落ちが良いだけでなく、

１日で分解するから水質保全や水生生

物への負荷を減らして環境保全にもな

る。 

施策実現の具体策として、市が廃食油

回収とリサイクルせっけんの利用を進

めるよう提案したい。既に我孫子市で

は実施している。国連が世界レベルで

寄与するような適正な土地利用を図る

こととしておりますが、物流センター

等が建築される際には、「都市計画の決

定又は変更の提案の手続に関する要

綱」及び「宅地開発指導要綱」を十分

に活用し、周辺環境への配慮や周辺住

民への説明等を十分に指導してまいり

ます。 

また、基本目標６、基本方針３の雇用

創出等による若年層の定住促進のとお

り、本市への定住促進には雇用の場の

確保が重要と考えておりますが、工場

等の開発の際には、周辺環境への配慮

として、工場立地法により緑地面積の

確保について指導しています。 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

取組んでいるＳＤＧｓを進めることに

もなる。 

多項目にわたる意見 

61  

地域の振興、発展に寄与する土地利用

として「流通業務工場」とある。現時

点でも既に市内に巨大な物流倉庫の計

画や建設が進んでおり、既存の住宅地

の隣の倉庫では住民の住環境を脅かす

危惧が発生し、緑多い野田の自然の景

観が壊されている。 

今後も経済力のある企業によって無秩

序に物流倉庫が建てられるのでは、野

田市の緑の多さに魅かれて住み始めた

市民の定住も望めない。 

物流、工場などの開発には、立地場所、

面積、高さ、周辺環境、住環境への影

響、景観、市民への事前説明等の規制

や配慮を盛り込んだ条例策定が必要と

考える。 

野田市の下水道普及率は 70％。中には

本下水道につなげていない家もある。

残り 30％の生活排水はそのまま川に

流されている。野田市の水道水は江戸

川の下流で取水されているから、野田

市民の排水が飲み水として戻ってく

る。この排水に廃食油や合成化学物質

が混入すれば、汚水処理場や浄水場で

それらを除去するための設備や負担が

大きくなり、水道料金の値上げにもつ

ながる。 

排水をできるだけ汚さない意識が市民

に求められる。 

又、野田市では現在、家庭から出る廃

食油はゴミとして出すよう示されてい

るが、これを回収してリサイクルすれ

ば資源として活用できるし、ゴミの減

量にもつながる。 

基本目標１、基本方針２のごみの減

量・リサイクルの推進によりごみの減

量、資源物のリサイクル推進をすすめ

ることとしております。廃食油を排水

として流さず可燃ごみとして処理する

よう広報するとともに、公共下水道の

整備、合併処理浄化槽の設置助成によ

り公共用水域の水質保全を行っていま

すが、リサイクルについては、幾つか

方法がありますので、カーボンニュー

トラルを進める中でより良い方法につ

いて検討していきたいと考えていま

す。 

修正無し 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

廃食油から再生した「リサイクルせっ

けん」は汚れ落ちが良いだけでなく、

１日で分解するから水質保全や水生生

物への負荷を減らして環境保全にもな

る。 

施策実現の具体策として、市が廃食油

回収とリサイクルせっけんの利用を進

めるよう提案したい。既に我孫子市で

は実施している。国連が世界レベルで

取組んでいるＳＤＧｓを進めることに

もなる。 

※頂いた意見については、原文のまま記載しております。 


